
定例会中に開催された委員会の

審査や活動を報告 します。

(各委員会で付託された議案の審議結果は7ペ ージ )
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鶉
田上副委員長

蝙

赫鰈

善 ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

本
案
は
、
国
の
要
請
に

よ

り
暫
定

措
置

と
し
て

実
施
し
て
い
る
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
ア
ナ
ロ
グ
方

式

に
変
換

し
て
再
送

信

す

る

デ

ジ

ア

ナ

変

換

サ
ー
ビ
ス
が
、
平
成
２７
年

３
月
を
も
っ
て
終
了
す
る

こ
と
に
伴

い
、
条
例

の
所

要
の
改
正
を
行
う
た
め
、

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、
デ
ジ

ア

ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
の
終
了

に
伴
い
、
現
在
、
基
本
サ
ー

ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
デ
ジ

ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
の
中

で
無
料
に
て
提
供
し
て
い

る
Ｂ
Ｓ
放
送
を
、
平
成
２７

年

４

月

以

降

は

基

本

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
提
供

を

廃

止

す

る
も

の
で
あ

′つ
。こ
の
こ
と

に
よ

り
、
フ」

れ

ま

で

デ
ジ

ア
ナ

変

換

サ
ー
ビ
ス
の
中
で
Ｂ
Ｓ
放

送

を

視

聴

し

て

い
た

方

が
、
引
き
続

き

Ｂ
Ｓ
放
送

の
視
聴
を
希
望
さ
れ
る
場

合

に
は
、
ケ

ー
ブ

ル
テ
レ

ビ
の
有
料
放
送
サ
ー
ビ
ス

に
契

約

し

て

い
た

だ

く

か
、
も
し
く
は
ご
自
身
で

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
設

置
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
委
員
か
ら
は
、
年
配
の

方
々
の
中
に
は
Ｂ
Ｓ
放
送

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方

も
多
い
の
で
、
突
然
Ｂ
Ｓ

放

送

が
視
聴

で
き
な
く

な
っ
た
と
受
け
取
ら
れ
な

い
よ

う

に
、
有

料

放

送

サ
ー
ビ
ス
の
加
入
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
市
民
へ
周
知

し
て
も
ら
い
た
い
と
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

できるだけ早期に周知を

中村委員
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子ども子育て支援
新制度の実施

家

庭

的

保

育

事

業

等

の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

特
定
教
育

・
保
育
施

設
及

び
特

定

地

域

型

保

育

事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

放

課

後

児

童

健

全

育

成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
本
案

は
、
平
成

２７
年
４

月

か
ら

実

施

が

予

定

さ

れ

て
い
る

「
子
ど
も

子
育

て
支
援
新

制
度
」
の
実
施

に
伴

い
、
施

設

等

の
認

可

や
運
営
の
基
準
等

に
つ
い

て
、
子

ど
も

。
子

育

て
支

援

法

及

び
児

童

福

祉

法

を
根
拠

に
、
市

が
新

た

に

条
例
で
定
め
る
必
要
が
あ

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。
委
員
よ
り
、
新
制
度
移

行

後

の
保

育

料

を

問

う

質

問

に
対

し
、
保
育

所

の

保

育

料

は

現

在

の
保

育

料
と
差
異
の
な
い
よ
う
設

定
し
た
い
。
ま
た
、
幼
稚
園

の
保
育
料
は
国
の
基
準
を

基
に
所
得
階
層
に
応
じ
た

５
階
層
の
保
育
料
を
設
定

す

る
こ
と

に
な

る
が
、
現

在

は
案

の
段
階

で
あ

り
、

規
則
に
お
い
て
定
め
る
旨

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
的
保
育
事

業
等

に
お
い
て
職
員
の
資

格

が
保

育

士

と

同

等

以

上

な

ど
あ

い
ま

い
に
な

っ

て
い
る
の
で
は
な

い
か
と

の
質

問

に
対

し
、
国

の
基

準

は

、
待

機

児

童

解

消

、

新
規
の
事
業
参
入
の
目
的

も
あ
り
緩
和
さ
れ
て
い
る

が

市

と

し

て
は

保

育

士

資
格

が
原
則

で
あ

り
、
運

用

段

階

で
今

後

検

討

し

て
い
き
た
い
旨
の
回
答

が

あ
り
ま
し
た
。

審

査

の
結

果

、
全

会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

豊 委員浦田委員岩永委員

鰊

崚
廣方副委員長  中嶋委員

蝙

［鍮
坂口委員

蝙
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県の砂防事業に伴う
市道の廃止及び認定

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
。
市

道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て

本
案
は
、
山

田
地
区
下

山

田

の
砂

防

堰

堤

設

置

工
事

に
伴

い
、
市

道
中

山

田

二
口
庵
線

の

一
部

を
廃

止

し
、
当
該
市
道

に
接
続

し
て
い
る
市
道
観
音

谷

・

市

民

球

場

線

と

合

わ

せ

て
新
た
に

一
路
線
と
し
て

認

定

す

る
た
め

提

案

さ

れ
た
も
の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、
福
岡
県

が
施

工
す

る
吉

庵

川

砂

防
事
業

に
よ
り
、
市
道

と

し
て
公
用
が
な
く
な

っ
た

市
道
中
山

田

基
口
庵
線

の

一
部

を
廃

止

し
、
当
該

路

線

の
廃

止

箇

所

を

起

点

と

し

て

い
る

市

道

観

音

谷

・
市

民
球
場
線
と
合
わ

せ
て

一
路
線

と
す
る
も
の

で
あ
る
。

こ
れ

は
、
道
路
法
第

１０

条
の
路
線
の
変
更
に
よ
る

こ
と

は

で
き

ず

、
一
旦

両

路
線
を
廃
止

し
、
新

た

に

市

道

路

線

と

し

て
認

定

す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

審

査

の
結

果

、
全

会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

産業建設委員会

市道中山田・吉庵線
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